
4　年　間　商　品　販　売　額

年間商品販売額は3兆1，497億6，213万円で、前回調査に比べ1，106億4，493万

円の増加（対前回増減率3．6％）となり、調査開始以来初めての減少となった前回調査から再び増

加に転じた。

卸売業は2兆3，293億5，333万円、小売業は8，204億880万円で、前回調査に比べ

卸売業は994億6，281万円の増加（同4．5％）、小売業は111億8，212万円の増加

（同1．4％）となった。

卸売業と小売業の構成比をみると、卸売業が74．0％、小売業が26．0％となっており、前回

調査に比べ卸売業の割合が0．6ポイント高まっている。

第7表　産業分類別年間商品販売額



（1）業種別年間商品販売額

①　卸売業

業種別年間商品販売額の構成は、農畜産物・水産物卸売業が5，009億682万円（構成比

21．5％）と最も多く、次いで食料・飲料卸売業が3，512億6，540万円（同15・1
％）、医薬品・化粧品等が2，431億2，859万円（同10．4％）の噸となっている0

前回調査に比べ、増加した業種は自動車卸売業が347億503万円増加（対前回増減率17，

9％）、電気機械器具卸売業が253億8，433万円増加（同15．1％）など9業種で、一

方、減少した業種は一般機械器具卸売業が286億3，436万円減少（同△15．7％）、他

に分類されない卸売業が125億4，481万円減少（同△9．6％）など5業種であった。

第10図　年間商品販売額の業種別構成比（卸売業）
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②　小売業

業種別年間商品販売額の構成は、飲食料品小売業が2，193億9，856万円（構成比26・

7％）と最も多く、次いでその他の小売業が1，919億7，977万円（同23．4％）、各

種商品小売業が1，530億1，942万円（同18．7％）の順となっている0

前回調査に比べ、増加した業種は自動車・自転車小売業が182億4，576万円増加（対前

回増減率21．3％）、家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業が27億9，617万円増加

（同4．3％）など3業種で、一方、減少した業種は飲食料品小売業の83億7，940万円減

少（同△3．7％）、織物・衣服・身の回り品小売業が19億5．525万円減少（同△2・3

％）など3業種であった。
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第12図　年間商品販売額の従業者規模別構成比（卸売業）
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②　小売業

従業者規模別年間商品販売額の構成は、100人以上規模が1，682億3，601万円（構

成比20．5％）と最も多く、次いで5～9人規模が1，589億7，173万円（同19．4

％）、10～19人規模が1，510億1，555万円（同1・8．4％）の噸となっている。前

回調査に比べ、増加した階層は100人以上規模で148億5，696万円増加（対前回増減率

9．7％）、10～19人規模で129億2，859円増加（同9．4％）など4階層で、一方、

減少した階層は、50～99人規模で120億7，490万円減少（同△21．6％）、30～

49人規模で26億484万円減少（同△3．5％）など4階層であった。

第13図　年間商品販売額の業種別構成比（小売業）
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第8蓑　従業者規模別年間商品販売額



（3）1商店当たりの年間商品販売額

1商店当たりの年間商品販売額は3億1，441万円で、前回調査に比べ3，722万円の増加

（対前回増減率13．4％）となった。卸売業、小売業別にみると、卸売業は8億8，333万円、

小売業は1億1，115万円で、前回調査に比べ、卸売業が1億5，413万円の増加（同21．

1％）小売業が879万円の増加（同8．6％）となった。

業種別にみると、卸売業では自動車卸売業が19億8，364万円と最も高く、次いで農畜産物

・水産物卸売業が14億6，464万円、医薬品・化粧品等卸売業が14億5，586万円の順と

なっている。前回調査に比べ、再生資源卸売業が1，480万円減少（同△7．9％）した以外は、

自動車卸売業が6僚8，557万円増加（同52．8％）と大きく増加したのをはじめ、電気機械

器具卸売業が2億5，121万円増加（同35．7％）、鉱物・金属材料卸売業が2億3，747

万円増加（同20．7％）＿など13業種で増加した。

小売業では百貨店を含む各種商品小売業が54億6，498万円で他の5業種よりはるかに高く、

次いで自動車・自転車小売業が2億832万円、家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業が1億6

62万円の順となっている。前回調査に比べ、各種商品小売業が1億5，604万円減少（同△2．

8％）した以外は、自動車・自転車小売業が3，448万円増加（同19．8％）、家具・じゅう

器・家庭用機械器具小売業が1，204万円増加（同12．7％）、飲食料品小売業が528万円

増加（同6．8％）など5業種すべてで増加した。

（4）従業者1人当たりの年間商品販売額

従業者1人あたりの年間商品販売額は4，412万円で、前回調査に比べ458万円の増加（対

前回増減率11．6％）となった。卸売業、小売業別にみると、卸売業は8，029方円、小売業

は1，936万円で、前回調査に比べ、卸売業が1，293万円の増加（同19．2％）、小売業

が87万円の増加（同4．7％）となった。

業種別にみると、卸売業では鉱物・金属材料卸売業が1億2，010万円と最も高く、次いで農

畜産物・水産物卸売業が1億1，783万円、食料・飲料卸売業が9，217万円の順となってい

る0前回調査に比べ、増加した業種は食料・飲料卸売業が2，451万円増加（同36．2％）、

鉱物・金属材料卸売業が2，426万円増加（同25．3％）など12業種で、一方、減少した業

種は化学製品卸売業が819万円減少（同△10．2％）、再生資源卸売業が137万円減少（同
△6．8％）の2業種であった。

小売業では各種商品小売業が5，150万円と最も高く、次いで自動車・自転車小売業が3，3

22万円、家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業が2，315万円の順となっている。前回調査

に比べ、飲食料品小売業が37万円減少（同△2．6％）した以外は、各種商品小売業が610万

円増加（同13・4％）となっているのをはじめ、自動車・自転車小売業が413万円増加（同1

4・2％）、家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業が113万円増加（同5．1％）など5業種
オペて‾で士曽蘭＝J一（



第9蓑　産業分類別1商店当たり．従業者1人当たりの年間商品販売額


